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宮代町議会定例会議案書 
 



 

議案番号 件        名 頁 

   

議案第３０号 専決処分の承認を求めることについて １ 

議案第３１号 専決処分の承認を求めることについて ５ 

議案第３２号 平成２２年度宮代町一般会計歳入歳出決算の認定について ８ 

議案第３３号 平成２２年度宮代町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認
定について 

９ 

議案第３４号 平成２２年度宮代町老人保健特別会計歳入歳出決算の認定に
ついて 

１０ 

議案第３５号 平成２２年度宮代町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定に
ついて 

１１ 

議案第３６号 平成２２年度宮代町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の
認定について 

１２ 

議案第３７号 平成２２年度宮代町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の
認定について 

１３ 

議案第３８号 平成２２年度宮代町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算
の認定について 

１４ 

議案第３９号 平成２２年度宮代町水道事業会計決算の認定について １５ 

議案第４０号 宮代町まちづくり基本条例の一部を改正する条例について １６ 

議案第４１号 宮代町総合計画の議決に関する条例について １８ 

議案第４２号 宮代町スキップ広場条例について ２０ 

議案第４３号 宮代町市民活動スペース設置及び管理条例の一部を改正する

条例について 

２４ 

議案第４４号 工事請負契約の締結について ２６ 

議案第４５号 財産の取得について ２７ 

議案第４６号 埼玉県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減
少、同組合の規約の変更及び財産処分について 

２８ 

議案第４７号 平成２３年度宮代町一般会計補正予算（第２号）について ３０ 



 

議案第４８号 平成２３年度宮代町国民健康保険特別会計補正予算（第１
号）について 

３１ 

議案第４９号 平成２３年度宮代町介護保険特別会計補正予算（第２号）に
ついて 

３２ 

議案第５０号 平成２３年度宮代町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１
号）について 

３３ 

議案第５１号 平成２３年度宮代町公共下水道事業特別会計補正予算（第２
号）について 

３４ 

議案第５２号 平成２３年度宮代町農業集落排水事業特別会計補正予算（第
１号）について 

３５ 

議案第５３号 平成２３年度宮代町水道事業会計補正予算（第１号）につい
て 

３６ 

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   



 １ 

議案第３０号 

専決処分の承認を求めることについて 

宮代町税条例等の一部を改正する条例について、別紙のとおり専決処分したので、

その承認を求める。 

平成２３年９月１日提出 

宮代町長 庄 司 博 光 

 

 

提 案 理 由 

現下の厳しい経済状況及び雇用情勢に対応して税制の整備を図るための地方税法

の一部を改正する法律が平成２３年６月３０日に公布されたことに伴い、緊急に宮

代町税条例を改正する必要が生じたことから、同日に宮代町税条例等の一部を改正

する条例を専決処分したので、地方自治法第１７９条第３項の規定により、この案

を提出するものである。 

 



 ２ 

専  決  処  分  書 

 

次の事項について、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１７９条第１項の

規定により、専決処分する。 

 

   宮代町税条例等の一部を改正する条例（別紙） 

 

平成２３年６月３０日 

 

宮代町長  庄 司 博 光 



 ３ 

宮代町税条例等の一部を改正する条例 

（宮代町税条例の一部改正） 

第１条 宮代町税条例（昭和３１年宮代町条例第４号）の一部を次のように改正す

る。 

第２６条第１項中「３万円」を「１０万円」に改める。 

第３６条の３第２項中「各号に掲げる」を「に規定する」に改める。 

第３６条の４第１項中「納税義務者のうち」を「納税義務者が」に、「３万

円」を「１０万円」に改める。 

第５３条の１０第１項中「３万円」を「１０万円」に改める。 

第６１条第９項及び第１０項中「第３４９条の３第１１項」を「第３４９条の

３第１２項」に改める。 

第６５条第１項、第７５条第１項及び第８８条第１項中「３万円」を「１０万

円」に改める。 

第１００条の次に次の１条を加える。 

（たばこ税に係る不申告に関する過料） 

第１００条の２ たばこ税の申告納税者が正当な事由がなくて第９８条第１項又

は第２項の規定による申告書を当該各項に規定する申告書の提出期限までに提

出しなかった場合においては、その者に対し、１０万円以下の過料を科する。 

２ 前項の過料の額は、情状により、町長が定める。 

３ 第１項の過料を徴収する場合において発する納入通知書に指定すべき納期限

は、その発付の日から１０日以内とする。 

第１３３条第１項中「３万円」を「１０万円」に改める。 

第１３９条の２を第１３９条の３とし、第１３９条の次に次の１条を加える。 

（特別土地保有税に係る不申告に関する過料） 

第１３９条の２ 特別土地保有税の納税義務者が正当な事由がなくて前条第１項

の規定による申告書を同項に規定する申告書の提出期限までに提出しなかった

場合においては、その者に対し、１０万円以下の過料を科する。 

２ 前項の過料の額は、情状により、町長が定める。 

３ 第１項の過料を徴収する場合において発する納入通知書に指定すべき納期限

は、その発付の日から１０日以内とする。 

附則第１０条の２第４項中「第３１条の規定による認定」を「第７条第１項の

登録」に改める。 

（宮代町税条例の一部を改正する条例の一部改正） 

第２条 宮代町税条例の一部を改正する条例（平成２２年宮代町条例第１６号）の

一部を次のように改正する。 

附則第１条第３号中「平成２５年１月１日」を「平成２７年１月１日」に改め

る。 

附則第２条第５項中「平成２５年度」を「平成２７年度」に改める。 

附 則 



 ４ 

（施行期日） 

第１条 この条例は、公布の日から施行する。ただし、次の各号に掲げる規定は、

当該各号に定める日から施行する。 

（１）第１条中宮代町税条例第２６条第１項の改正規定、同条例第３６条の４第１

項の改正規定（「３万円」を「１０万円」に改める部分に限る。）、同条例第

５３条の１０第１項、第６５条第１項、第７５条第１項及び第８８条第１項の

改正規定、同条例第１００条の次に１条を加える改正規定、同条例第１０５条

の次に１条を加える改正規定、第１３３条第１項の改正規定、同条例第１３９

条の２を第１３９条の３とし、第１３９条の次に１条を加える改正規定並びに

附則第３条の規定 公布の日から起算して２月を経過した日 

（２）第１条中宮代町税条例附則第１０条の２第４項の改正規定 高齢者の居住の

安定確保に関する法律等の一部を改正する法律（平成２３年法律第３２号）の

施行の日 

（固定資産税に関する経過措置） 

第２条 別段の定めがあるものを除き、第１条の規定による改正後の宮代町税条例

（以下「新条例」という。）の規定中固定資産税に関する部分は、平成２３年度

以後の年度分の固定資産税について適用し、平成２２年度分までの固定資産税に

ついては、なお従前の例による。 

２ 新条例附則第１０条の２第４項の規定は、附則第１条第４号に定める日以後に

新築される同項に規定する貸家住宅に対して課すべき平成２４年度以後の年度分

の固定資産税について適用し、高齢者の居住の安定確保に関する法律（平成１３

年法律第２６号）の施行の日から同号に定める日の前日までの間に新築された同

号に掲げる規定による改正前の地方税法附則第１５条の８第４項に規定する高齢

者向け優良賃貸住宅である貸家住宅については、なお従前の例による。 

（罰則に関する経過措置） 

第３条 この条例（附則第１条各号に掲げる規定にあっては、当該規定。以下この

条において同じ。）の施行前にした行為並びにこの附則の規定によりなお従前の

例によることとされる町税及びこの附則の規定によりなお効力を有することとさ

れる旧条例の規定に係る町税に係るこの条例の施行後にした行為に対する罰則の

適用については、なお従前の例による。 



 ５ 

議案第３１号 

専決処分の承認を求めることについて 

宮代町都市計画税条例の一部を改正する条例について、別紙のとおり専決処分し

たので、その承認を求める。 

平成２３年９月１日提出 

宮代町長 庄 司 博 光 

 

 

提 案 理 由 

現下の厳しい経済状況及び雇用情勢に対応して税制の整備を図るための地方税法

の一部を改正する法律が平成２３年６月３０日に公布されたことに伴い、緊急に宮

代町都市計画税条例を改正する必要が生じたことから、同日に宮代町都市計画税条

例の一部を改正する条例を専決処分したので、地方自治法第１７９条第３項の規定

により、この案を提出するものである。 



 ６ 

専  決  処  分  書 

 

次の事項について、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１７９条第１項の

規定により、専決処分する。 

 

   宮代町都市計画税条例の一部を改正する条例（別紙） 

 

平成２３年６月３０日 

 

宮代町長  庄 司 博 光 



 ７ 

宮代町都市計画税条例の一部を改正する条例 

宮代町都市計画税条例（平成２２年宮代町条例第２１号）の一部を次のように改

正する。 

第２条第２項中「第３４９条の３第９項から第１１項まで」を「第３４９条の３

第１０項から第１２項まで」に、「、第２７項、第２９項又は第３１項から第３３

項まで」を「又は第２８項」に改める。 

附則第１２項中「第９項、第２３項、第２６項、第３０項、第３１項、第３３項

から第３６項まで、第３８項、第４０項、第４１項、第４３項若しくは第４６項」

を「第６項、第１６項、第２２項から第３０項まで、第３２項、第３５項若しくは

第３７項」に、「第３１項から第３３項まで」を「第２８項」に改める。 

附 則 

（施行期日） 

１ この条例は、公布の日から施行する。 

（経過措置） 

２ この条例による改正後の宮代町都市計画税条例（以下「新条例」という。）の

規定は、平成２３年度以後の年度分の都市計画税について適用し、平成２２年度

分までの都市計画税については、なお従前の例による。 

３ この条例の施行の日から港湾法及び特定外貿埠頭の管理運営に関する法律の一

部を改正する法律（平成２３年法律第９号）附則第１条第２号に掲げる規定の施

行の日の前日までの間における新条例附則第１２項の規定の適用については、同

項中「、第３５項若しくは第３７項」とあるのは、「若しくは第３５項」とする。 

 

 



 ８ 

 議案第３２号 

平成２２年度宮代町一般会計歳入歳出決算の認定について 

平成２２年度宮代町一般会計歳入歳出決算を別紙監査委員の意見を付けて認定に

付する。 

平成２３年９月１日提出 

宮代町長 庄 司 博 光 

 

 

提 案 理 由 

平成２２年度宮代町一般会計歳入歳出決算を歳入合計９３億３，００４万

８，６５９円、歳出合計８８億６，９７７万６，４３１円とすることについて、地

方自治法第２３３条第３項の規定により、この案を提出するものである。 



 ９ 

議案第３３号 

平成２２年度宮代町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 

平成２２年度宮代町国民健康保険特別会計歳入歳出決算を別紙監査委員の意見を

付けて認定に付する。 

平成２３年９月１日提出 

宮代町長 庄 司 博 光 

 

 

提 案 理 由 

平成２２年度宮代町国民健康保険特別会計歳入歳出決算を歳入合計３７億

３，０５９万９，６７０円、歳出合計３６億５，３５３万１，４７８円とすること

について、地方自治法第２３３条第３項の規定により、この案を提出するものであ

る。 

 



 １０ 

議案第３４号 

平成２２年度宮代町老人保健特別会計歳入歳出決算の認定について 

平成２２年度宮代町老人保健特別会計歳入歳出決算を別紙監査委員の意見を付け

て認定に付する。 

平成２３年９月１日提出 

宮代町長 庄 司 博 光 

 

 

提 案 理 由 

平成２２年度宮代町老人保健特別会計歳入歳出決算を歳入合計５６万２，５９１

円、歳出合計５６万２，５９１円とすることについて、地方自治法第２３３条第３

項の規定により、この案を提出するものである。 

 



 １１ 

議案第３５号 

平成２２年度宮代町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 

平成２２年度宮代町介護保険特別会計歳入歳出決算を別紙監査委員の意見を付け

て認定に付する。 

平成２３年９月１日提出 

宮代町長 庄 司 博 光 

 

 

提 案 理 由 

平成２２年度宮代町介護保険特別会計歳入歳出決算を歳入合計１７億８，９３５

万９０５円、歳出合計１８億４，２５１万８，４８５円とすることについて、地方

自治法第２３３条第３項の規定により、この案を提出するものである。 

 

 



 １２ 

議案第３６号 

平成２２年度宮代町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 

平成２２年度宮代町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算を別紙監査委員の意見

を付けて認定に付する。 

平成２３年９月１日提出 

宮代町長 庄 司 博 光 

 

 

提 案 理 由 

平成２２年度宮代町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算を歳入合計２億

８，０３９万３，６０６円、歳出合計２億７，５７８万４，７１６円とすることに

ついて、地方自治法第２３３条第３項の規定により、この案を提出するものである。 

 

 



 １３ 

議案第３７号 

平成２２年度宮代町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

平成２２年度宮代町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算を別紙監査委員の意見

を付けて認定に付する。 

平成２３年９月１日提出 

宮代町長 庄 司 博 光 

 

 

提 案 理 由 

平成２２年度宮代町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算を歳入合計９億

５，１７０万４，０８５円、歳出合計９億２，９９５万１，０３０円とすることに

ついて、地方自治法第２３３条第３項の規定により、この案を提出するものである。 



 １４ 

議案第３８号 

平成２２年度宮代町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

平成２２年度宮代町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算を別紙監査委員の意

見を付けて認定に付する。 

平成２３年９月１日提出 

宮代町長 庄 司 博 光 

 

 

提 案 理 由 

平成２２年度宮代町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算を歳入合計

５，１０８万４，６６３円、歳出合計４，７４５万５，２１４円とすることについ

て、地方自治法第２３３条第３項の規定により、この案を提出するものである。 

 



 １５ 

 

議案第３９号 

平成２２年度宮代町水道事業会計決算の認定について 

平成２２年度宮代町水道事業会計決算を別紙監査委員の意見を付けて認定に付す

る。 

平成２３年９月１日提出 

宮代町長 庄 司 博 光 

 

 

提 案 理 由 

平成２２年度宮代町水道事業会計決算を収益的収入７億１７７万６，９１０円

（税抜き）、収益的支出６億６，８３３万７，２７９円（税抜き）、資本的収入

２，４９５万６，５００円（税込み）、資本的支出３億２，６９０万６，９８１

円（税込み）とすることについて、地方公営企業法第３０条第４項の規定により、

この案を提出するものである。 

 



 １６ 

議案第４０号 

宮代町まちづくり基本条例の一部を改正する条例について 

宮代町まちづくり基本条例の一部を改正する条例を別紙のとおり提出する。 

平成２３年９月１日提出 

宮代町長 庄 司 博 光 

 

 

提 案 理 由 

地方自治法の一部改正に伴い、宮代町まちづくり基本条例の一部を改正したいの

で、地方自治法第９６条第１項第１号の規定により、この案を提出するものである。 



 １７ 

   宮代町まちづくり基本条例の一部を改正する条例 

宮代町まちづくり基本条例（平成１９年宮代町条例第２６号）の一部を次のよう

に改正します。 

 第２０条第１項中「、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２条第４項の規

定に基づき」を「に」に改めます。 

   附 則 

 この条例は、公布の日から施行します。 

 



 １８ 

議案第４１号 

宮代町総合計画の議決に関する条例について 

宮代町総合計画の議決に関する条例を別紙のとおり提出する。 

平成２３年９月１日提出 

宮代町長 庄 司 博 光 

 

 

提 案 理 由 

宮代町まちづくり基本条例第２０条に基づく総合計画を定めるに当たり、宮代町

総合計画の議決に関する条例を制定したいので、地方自治法第９６条第１項第１号

の規定により、この案を提出するものである。 



 １９ 

   宮代町総合計画の議決に関する条例 

（趣旨） 

第１条 この条例は、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第９６条第２項の規

定に基づき、宮代町総合計画について宮代町議会（以下「議会」という。）の議

決すべき事件とすることに関し、必要な事項を定めるものとする。 

（定義） 

第２条 この条例において「宮代町総合計画」とは、宮代町まちづくり基本条例

（平成１９年宮代町条例第２６号）第２０条に基づく計画をいう。 

（議会の議決）  

第３条 町長は、宮代町総合計画を定めるに当たっては、議会の議決を経なければ

ならない。 

２ 町長は、前項の宮代町総合計画を変更しようとするときは、あらかじめ議会の

議決を経なければならない。 

附 則 

この条例は、公布の日から施行する。 

 

 



 ２０ 

議案第４２号 

宮代町スキップ広場条例について 

宮代町スキップ広場条例を別紙のとおり提出する。 

平成２３年９月１日提出 

宮代町長 庄 司 博 光 

 

 

提 案 理 由 

スキップ広場を公の施設とすることに伴い、宮代町スキップ広場条例を制定した

いので、地方自治法第９６条第１項第１号の規定により、この案を提出するもので

ある。 



 ２１ 

宮代町スキップ広場条例 

（趣旨） 

第１条 この条例は、地域住民の憩いと活動の場を提供することによって、宮代ら

しい賑わいと魅力を創出し、もって地域の活性化を図ることを目的として、地方

自治法（昭和２２年法律第６７号。以下「法」という。）第２４４条の２第１項

の規定に基づき、宮代町スキップ広場（以下「広場」という。）の設置及び管理

に関し、必要な事項を定めるものとする。 

（施設の名称及び位置） 

第２条 広場の名称及び位置は、次のとおりとする。 

（１）名称 宮代町スキップ広場 

（２）位置 宮代町笠原一丁目９２２番地１外 

（利用の許可） 

第３条 広場において、広場の全部又は一部を独占して利用する場合は、あらかじ

め町長の許可を受けなければならない。許可に係る事項を変更しようとするとき

も、同様とする。 

２ 町長は、前項の許可をする場合において必要があると認めるときは、当該許可

に係る利用について条件を付することができる。 

３ 町長は、次の各号のいずれかに該当する場合は、広場の利用の許可をしないも

のとする。 

（１）公共の福祉を阻害するおそれがあると認められるとき。 

（２）広場の管理上支障があると認められるとき。 

（３）前２号に掲げるもののほか、町長が利用について適当でないと認めるとき。 

（許可による利用期間等） 

第４条 前条第１項の許可による広場の利用期間及び利用時間は、次のとおりとす

る。ただし、町長が必要と認めるときは、これを変更することができる。 

（１）利用期間 １月４日から１２月２８日まで 

（２）利用時間 午前９時から午後７時まで 

（使用料） 

第５条 第３条第１項による利用の許可を受けた者（以下「許可利用者」とい

う。）は、別表に定める使用料を納付しなければならない。 

２ 既納の使用料は、還付しない。ただし、町長は、次の各号に該当する場合は、

その全部又は一部を還付することができる。 

（１）広場の管理上必要があると認めるため、町長が利用の許可を取り消したとき。 

（２）許可利用者の責めに帰すことができない理由によって、広場を利用すること

ができないとき。 

（使用料の免除） 

第６条 町長は、別に定めるところにより、前条の使用料を免除することができる。 

（利用権の譲渡等の禁止） 

第７条 許可利用者は、広場の利用に係る権利を他人に譲渡し、又は転貸してはな



 ２２ 

らない。 

（遵守事項） 

第８条 町長は、広場の利用に係る遵守事項を別に定め、許可利用者を含む広場を

利用するすべての者（以下「利用者」という。）は、これを守らなければならな

い。 

（行為の禁止） 

第９条 利用者は、次に掲げる行為をしてはならない。 

（１）広場を損傷し、又は汚損すること。 

（２）広場に車等を乗り入れ、又は駐車すること。 

（３）前２号に掲げるもののほか、広場の管理上支障があると認められる行為 

（利用許可の取消し等） 

第１０条 町長は、広場の管理上必要があると認めるとき又は許可利用者が次の各

号のいずれかに該当するときは、利用の許可を取り消し、又は利用を中止させ、

停止させ、若しくは制限することができる。この場合において、許可利用者に生

じた損害について町長はその責めを負わない。 

（１）偽りその他不正な手段によって利用の許可を受けたことが明らかになったと

き。 

（２）前条各号に該当するとき。 

（３）この条例又はこの条例に基づく規則の規定に違反したとき。 

（４）利用の許可に付した条件に違反したとき。 

（原状回復） 

第１１条 利用者が、その利用を終了したときは直ちに広場を原状に回復しなけれ

ばならない。前条の規定により利用許可の取消し又は利用の中止を指示されたと

きも、同様とする。 

（損害賠償） 

第１２条 利用者が、自己の責めに帰すべき理由において、広場を損傷、汚損又は

滅失させたときは、これによって生じた損害を賠償しなければならない。許可利

用者に起因するその他の損害についても、同様とする。 

（指定管理者による管理） 

第１３条 町長は、法第２４４条の２第３項の規定に基づき、法人その他の団体で

あって町長が指定するもの（以下「指定管理者」という。）に、広場の管理に関

する業務のうち、次に掲げるものを行わせることができる。 

（１）広場の利用の許可等に関する業務 

（２）広場の使用料の徴収等に関する業務 

（３）広場の維持管理に関する業務 

（４）前３号に掲げるもののほか、町長が必要と認める業務 

２ 指定管理者は、必要があると認めるときは、あらかじめ町長の承認を得て、第

４条に規定する利用期間及び利用時間を変更することができる。 

３ 第１項に掲げる業務を行う場合における第３条、第５条、第６条及び第１０条



 ２３ 

の規定の適用については、これらの規定中「町長」とあるのは、「指定管理者」

とする。 

４ 指定管理者が第１項に掲げる業務を行う場合における第５条、第６条及び第１

項第２号の規定の適用については、これらの規定中「使用料」とあるのは「利用

料金」とする。 

（利用料金収入の帰属及び利用料金の額の決定） 

第１４条 町長は、法第２４４条の２第８項の規定に基づき、指定管理者に広場の

利用料金を当該指定管理者の収入として収受させることができる。 

２ 前項の場合における利用料金は、別表に掲げる金額の範囲内で指定管理者が定

めるものとする。この場合において、指定管理者は、あらかじめ町長の承認を受

けなければならない。 

３ 指定管理者は、前項に規定する利用料金のほか、指定管理者が実施する事業に

係る費用について、別に徴収することができる。 

（委任） 

第１５条 この条例に定めるもののほか、広場の管理運営に関し必要な事項は、規

則で定める。 

附 則 

（施行期日） 

１ この条例は、平成２４年４月１日から施行する。 

（事前行為） 

２ この条例の規定による広場の利用に係る手続及び指定管理者の指定に関する手

続は、この条例の施行前においても行うことができる。 

 

別表（第５条関係） 

区分 １時間あたりの使用料 

全面 ４，０００円 

半面 ２，０００円 

１/５面 ８００円 

備考 

１ 使用料には、電気料を含む。 

２ 公益的な市民活動における使用料は、上記使用料の４分の１の額とする。 

 

 



 ２４ 

議案第４３号 

宮代町市民活動スペース設置及び管理条例の一部を改正する条例について 

宮代町市民活動スペース設置及び管理条例の一部を改正する条例を別紙のとおり

提出する。 

平成２３年９月１日提出 

宮代町長 庄 司 博 光 

 

 

提 案 理 由 

市民活動スペースの施設の名称等を変更することに伴い、宮代町市民活動スペー

ス設置及び管理条例の一部を改正したいので、地方自治法第９６条第１項第１号の

規定により、この案を提出するものである。 



 ２５ 

   宮代町市民活動スペース設置及び管理条例の一部を改正する条例 

宮代町市民活動スペース設置及び管理条例（平成２２年宮代町条例第２号）の一

部を次のように改正する。 

題名中「スペース」を「サポートセンター」に改める。 

この条例中「スペース」を「サポートセンター」に改める。 

第８条第１項中「ロッカー及び別に規則で定める貸出施設」を「ロッカー、ラッ

ク及びレターケース」に改める。 

第１６条を第１７条とする。 

第１５条第２項中「別表に掲げる利用料金」を「別表に掲げる金額」に改め、同

条を第１６条とする。 

第１４条第４項中「第１０条」を「第１１条及び第１項第３号」に改め、同条を

第１５条とし、第１３条を第１４条とし、第１２条を第１３条とする。 

第１１条第１項中「第９条に規定する」を削り、「次のとおりとする。」を「利用

を開始する日から当該年度の末日までとする。」に改め、第１号及び第２号を削り、

同条を第１２条とする。 

第１０条中「前条」を「第９条第１項」に改め、同条を第１１条とし、同条の前

に次の１条を加える。 

（利用権の譲渡等の禁止） 

第１０条 前条第１項の規定による利用の許可を受けたものは、その権利を他人に

譲渡し、又は転貸してはならない。 

別表中「第１０条」を「第１１条」に改める。 

   附 則 

 （施行期日） 

１ この条例は、平成２４年４月１日から施行する。 

 （事前行為） 

２ 改正後の宮代町市民活動スペース設置及び管理条例の規定によるサポートセン

ターを利用するための手続及び指定管理者の指定に関する手続は、この条例の施

行前においても行うことができる。 



 ２６ 

議案第４４号 

工事請負契約の締結について 

次のとおり工事請負契約を締結することについて議決を求める。 

１ 工 事 名  町道第１５４７号線道路改良工事（上部工） 

２ 施 工 箇 所  宮代町字道仏地内 

３ 履 行 期 限  平成２４年３月３０日 

４ 請 負 金 額  ４１，３７０，０００円 

５ 請 負 業 者  埼玉県さいたま市浦和区岸町７丁目１番４号 

           オリエンタル白石株式会社 埼玉営業所 

            所長 菊 地 一 義 

平成２３年９月１日提出 

宮代町長 庄 司 博 光 

 

 

      提 案 理 由 

 都市計画道路宮代通り線の整備に伴い姫宮落川に橋りょうを架けるため、町道第

１５４７号線道路改良工事（上部工）の請負契約を締結したいので、議会の議決に

付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条の規定により、この案を

提出するものである。 



 ２７ 

議案第４５号 

財産の取得について 

次のとおり財産を取得することについて議決を求める。 

１ 財産の種 類  公設宮代福祉医療センター医療・介護総合情報システム 

２ 納 入 期 限  平成２４年３月３１日 

３ 契約の金 額  ６４，９００，０００円 

４ 契約の相手方  埼玉県川口市並木４丁目６番１８号 

株式会社 鯨屋  

取締役社長 横 田 則 昭 

平成２３年９月１日提出  

宮代町長 庄 司 博 光 

 

 

提 案 理 由 

公設宮代福祉医療センター医療・介護総合情報システムを取得したいので、議会

の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第３条の規定により、

この案を提出するものである。 



 ２８ 

議案第４６号 

埼玉県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少、同組合の規

約の変更及び財産処分について 

地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２８６条第１項の規定により、平成２

３年１０月１０日をもって埼玉県市町村総合事務組合から鳩ヶ谷市を脱退させるこ

と及び平成２３年１０月１１日から同組合規約を次のとおり変更すること並びに同

法第７条第５項の規定により、同組合の財産は、鳩ヶ谷市の脱退にかかわらず、同

組合に帰属させることについて、議決を求める。 

 平成２３年９月１日提出 

宮代町長 庄 司 博 光 

 

 

提 案 理 由 

 埼玉県市町村総合事務組合から鳩ヶ谷市を脱退させること及び同組合の規約を変

更し、並びに同組合の財産処分について協議したいので、地方自治法第２９０条及

び同法第７条第６項の規定により、この案を提出するものである。 



 ２９ 

 

   埼玉県市町村総合事務組合規約の一部を変更する規約 

 埼玉県市町村総合事務組合規約（平成１８年指令市第７４５号）の一部を次のよ

うに変更する。 

 別表第１、別表第２第４条第１号に掲げる事務の項、同表第４条第２号に掲げる

事務の項及び別表第３第１区の項中「入間市 鳩ヶ谷市」を「入間市」に改める。 

   附 則 

 この規約は、平成２３年１０月１１日から施行する。 



 ３０ 

議案第４７号 

平成２３年度宮代町一般会計補正予算（第２号）について 

平成２３年度宮代町一般会計補正予算（第２号）を別冊のとおり提出する。 

平成２３年９月１日提出 

宮代町長 庄 司 博 光 

 

 

提 案 理 由 

前年度繰越金の確定、職員の人事異動及び共済負担金率の改定並びに地域子育て

創生事業など補助事業の採択、実施に伴い、平成２３年度宮代町一般会計予算に

３億５，８４４万２，０００円を追加し、総額を９４億１，８２９万４，０００円

とすることについて、地方自治法第２１８条第１項の規定により、この案を提出す

るものである。 



 ３１ 

議案第４８号 

   平成２３年度宮代町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）について 

 平成２３年度宮代町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）を別冊のとおり提

出する。 

平成２３年９月１日提出 

宮代町長 庄 司 博 光 

 

 

提 案 理 由 

前期高齢者交付金、前年度繰越金及び後期高齢者支援金の確定等に伴い、平成

２３年度宮代町国民健康保険特別会計予算に１億６，８２３万６，０００円を追加

し、総額を３６億７，６４４万２，０００円とすることについて、地方自治法第

２１８条第１項の規定により、この案を提出するものである。 

 



 ３２ 

議案第４９号 

平成２３年度宮代町介護保険特別会計補正予算（第２号）について 

平成２３年度宮代町介護保険特別会計補正予算（第２号）を別冊のとおり提出す

る。 

平成２３年９月１日提出 

宮代町長 庄 司 博 光 

 

 

提 案 理 由 

介護保険給付費の増加、前年度国県負担金及び社会保険診療報酬支払基金交付金

の精算等に伴い、平成２３年度宮代町介護保険特別会計予算に２億７，５６３万

８，０００円を追加し、総額を２１億３，４８８万５,０００円とすることについ

て、地方自治法第２１８条第１項の規定により、この案を提出するものである。 

 



 ３３ 

議案第５０号 

平成２３年度宮代町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）について 

平成２３度宮代町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）を別冊のとおり提

出する。 

平成２３年９月１日提出 

宮代町長 庄 司 博 光 

 

 

提 案 理 由 

前年度繰越金の確定及び一般会計繰出金の増額等に伴い、平成２３年度宮代町

後期高齢者医療特別会計予算に３３５万９,０００円を追加し、総額を２億

９，６４２万５，０００円とすることについて、地方自治法第２１８条第１項の規

定により、この案を提出するものである。 

 



 ３４ 

議案第５１号 

平成２３年度宮代町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）について 

平成２３年度宮代町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）を別冊のとおり

提出する。 

平成２３年９月１日提出 

宮代町長 庄 司 博 光 

 

 

提 案 理 由 

前年度繰越金の確定、修繕工事費の追加及び職員給与費等の予算の組替え等に伴

い、平成２３年度宮代町公共下水道事業特別会計予算に２，６４２万９，０００円

を追加し、総額を１０億４，３１４万５，０００円とすることについて、地方自治

法第２１８条第１項の規定により、この案を提出するものである。 

 



 ３５ 

議案第５２号 

平成２３年度宮代町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）について 

平成２３年度宮代町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）を別冊のとお

り提出する。 

平成２３年９月１日提出 

宮代町長 庄 司 博 光 

 

 

提 案 理 由 

前年度繰越金の確定、職員給与費等の予算の組替えに伴い、平成２３年度宮代町

農業集落排水事業特別会計予算に３５５万７，０００円を追加し、総額を

５，３５６万２，０００円とすることについて、地方自治法第２１８条第１項の規

定により、この案を提出するものである。 

 



 ３６ 

議案第５３号 

平成２３年度宮代町水道事業会計補正予算（第１号）について 

平成２３年度宮代町水道事業会計補正予算（第１号）を別冊のとおり提出する。 

平成２３年９月１日提出 

宮代町長 庄 司 博 光 

 

 

提 案 理 由 

 職員の人事異動等に伴い、平成２３年度宮代町水道事業会計予算の収益的支出の

うち営業費用を１１２万４，０００円増額し、総額を６億３，１２８万５，０００

円とすることについて、地方自治法第２１８条第 1項の規定により、この案を提出

するものである。 

 


